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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単糸繊度が２．０ｄｔｅｘ以下である銅アンモニアレーヨン短繊維を７０ｗｔ％以上含
む目付６０ｇ／ｍ２以下の不織布からなる薬液含浸用シートであって、含水状態での１０
０ｇ／ｃｍ応力下での緯方向の伸び率が５％以上２０％以下の範囲にあり、かつ、含水時
の透明度ΔＬが３０以下であることを特徴とする前記薬液含浸用シート。
【請求項２】
　前記不織布の密着性指数が２０°以上７０°以下である、請求項１に記載の薬液含浸用
シート。
【請求項３】
　前記不織布の緯方向のドライ状態の引張強度（Ａ）とウエット状態の引張強度（Ｂ）の
比であるＡ：Ｂ＝１：０．７以上０．９以下である、請求項１又は２に記載の薬液含浸用
シート。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の薬液含浸用シート１００重量部に対して、液体化
粧料又は清拭用薬液が１００重量部以上２０００重量部以下の範囲の割合で含浸されてい
るフェイスマスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、単糸繊度が２．０ｄｔｅｘ以下である再生セルロース系短繊維を７０ｗｔ％
以上含む不織布からなる薬液含浸用シート及びこれを用いた製品に関する。より詳しくは
、シートの目付（ｇ／ｍ２）が小さくても、フェイスマスク装着時の取り扱性と密着感の
両方の性能を兼ね備えたシート、及び清拭用製品として用いた時でも、清拭時のシートの
ヨレが起こりにくい薬液含浸用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　不織布構造体に化粧液を含浸したフェイスマスクが、健康や美容意識の高まりとともに
近年、特に多忙な現代女性のアンチエイジング商品として拡大している。
　従来フェイスマスクに使用されている不織布としては、銅アンモニアレーヨン法による
キュプラ連続長繊維不織布（旭化成せんい（株）製　ベンリーゼ（登録商標））やコット
ン、レーヨンに代表されるセルロース系短繊維不織布がその代表例として使用されている
。これらセルロース系繊維不織布が美容用シートや清拭用シートとして好適に用いられる
理由としては、合成繊維系不織布に比べ親水性が大きい為、化粧液や清拭用薬液の保液性
能が高く装着時の液持ちが良く、装着時の湿潤状態を維持できる時間が長く、化粧液や清
拭用薬液を肌表面に浸透させやすいことや湿潤時の柔らかさによる肌あたりが挙げられる
。
【０００３】
　これまでに高密着性且つ高取扱い性を得るため、美容シートからの改良としては、単糸
直径は１～５００ｎｍの熱可塑性樹脂からなるナノファイバーより構成された不織布層を
貼付面として使用するフェイスパックが提案されている（以下の特許文献１参照）。特許
文献１に記載のナノファイバーは、熱可塑性樹脂（疎水性繊維）から構成されている為、
湿潤時の取扱い性は良好であるが、湿潤時の柔軟性に劣り密着性の観点からは、十分満足
できるレベルには至っておらず、透明感も劣るものとなる。
　また、以下の特許文献２には、親水性繊維を５０質量％以上含む親水性繊維層の一方又
は両方の表面に、繊度０．５ｄｔｅｘ以下である極細繊維を１０質量％以上含む極細繊維
層が位置し、極細繊維層を皮膚との接触面とする化粧料含浸用皮膚被覆シート及び液体化
粧料が含浸されたフェイスマスクが提案されている。特許文献２に記載の親水性繊維とし
ては、レーヨンやパルプ等のセルロース系繊維が用いられているが、明細書及び実施例で
は繊度０．５ｄｔｅｘ以下の極細繊維としては熱可塑性樹脂からなる分割型複合繊維を用
いている為、特許文献１と同様に湿潤時の柔軟性に劣り、密着性と透明感の観点からは、
充分満足できるレベルには至っていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４８１６３１２号公報
【特許文献２】特許第３９４４５２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、薬液の保液性能や湿潤時の柔軟性に優れ、装着したときの皮膚への密
着性や透明感が高く、且つ低目付品でも湿潤時の取り扱性に優れた薬液含浸用シート及び
これを用いた製品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者等は、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、単糸繊径が２．０ｄ
ｔｅｘ以下である再生セルロース系短繊維を７０ｗｔ％以上含む不織布であって、含水状
態での１００ｇ／ｃｍ応力下での緯方向の伸び率が５％以上２５％以下の範囲にあり、含
水時の透明度ΔＬが３０以下であることを特徴とする薬液含浸用シートにより、この薬液
含浸用シートが上記解題を解決することを見出し、本発明を完成するに至った。即ち、本
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発明は、以下の構成を有している。
【０００７】
　［１］単糸繊度が２．０ｄｔｅｘ以下である銅アンモニアレーヨン短繊維を７０ｗｔ％
以上含む目付６０ｇ／ｍ２以下の不織布からなる薬液含浸用シートであって、含水状態で
の１００ｇ／ｃｍ応力下での緯方向の伸び率が５％以上２０％以下の範囲にあり、かつ、
含水時の透明度ΔＬが３０以下であることを特徴とする前記薬液含浸用シート。
【０００８】
　［２］前記不織布の密着性指数が２０°以上７０°以下である、前記［１］に記載の薬
液含浸用シート。
【０００９】
　［３］前記不織布の緯方向のドライ状態の引張強度（Ａ）とウエット状態の引張強度（
Ｂ）の比であるＡ：Ｂ＝１：０．７以上０．９以下である、前記［１］又は［２］に記載
の薬液含浸用シート。
【００１０】
　［４］前記［１］～［３］のいずれかに記載の薬液含浸用シート１００重量部に対して
、液体化粧料又は清拭用薬液が１００重量部以上２０００重量部以下の範囲の割合で含浸
されているフェイスマスク。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る薬液含浸用シートは、薬液の保液性能や湿潤時の柔軟性に優れ、装着した
ときの皮膚への密着性や透明感が高く、且つ低目付品（３０ｇ／ｍ２～６０ｇ／ｍ２）で
も湿潤時の取り扱性に優れる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を詳細に説明する。
　再生セルロース系短繊維としては、特に制限はなく、銅アンモニアレーヨン、ビスコー
スレーヨン、テンセル（リヨセル）、ポリノジック等の再生セルロース繊維が挙げられる
。好ましくは銅アンモニアレーヨンである。前記短繊維の単糸繊度は２．０ｄｔｅｘ以下
である必要がある。２．０ｄｔｅｘより単糸繊度の大きな短繊維を用いた場合は、湿潤時
の柔軟性が悪くなり薬液含浸後のフェイスマスクの密着性が劣るものとなってしまう。密
着性の観点から好ましくは、１．５ｄｔｅｘ以下、より好ましくは１．１ｄｔｅｘ以下で
あるが、０．６ｄｔｅｘ以下の単糸繊度の短繊維を工業的に安定して生産するのが難しく
、又、０．６ｄｔｅｘ以下の単糸繊度の短繊維を用いて不織布を得ようとすると、開繊時
に開繊斑によるネップが多発し、得られる不織布の外観が著しく悪くなってしまう。
【００１３】
　本実施形態の薬液含浸用シートは、２．０ｄｔｅｘ以下の単糸繊度の再生セルロース系
短繊維を７０％ｗｔ以上含む必要がある。７０ｗｔ％未満の場合は、フェイスマスク装着
時の密着感や高い透明性が得られない。好ましくは９０ｗｔ％以上、更に好ましくは１０
０ｗｔ％である。短繊維の繊維長は限定されるものではなく、３０ｍｍ以上１００ｍｍ以
下の範囲で適宜選定すればよいが、不織布の強度及び外観の点から好ましくは３５ｍｍ以
上９０ｍｍ以下である。
【００１４】
　本実施形態の薬液含浸用シートは、含水状態での１００ｇｆ／ｃｍ応力下での緯方向の
伸び率が、５％以上２５％以下の範囲にある必要がある。含水状態の緯方向の伸び率が、
５％未満の場合、化粧用薬液を含浸したフェイスマスクを装着したとき、フェイスマスク
の取り扱性は良好であるが伸び率が小さいため、顔面の凹凸に追随せず、密着感の劣るも
のとなってしまう。また、含水状態の緯方向の伸び率が、２５％を超える場合は、顔面の
凹凸に追随し密着感は優れたものとなるが、装着時の取り扱性が悪い物となってしまう。
特に化粧用薬液の粘度が高い場合は、取り扱性が特に悪くなる。含水状態の伸び率は、好
ましくは８％以上２０％以下である。
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【００１５】
　本実施形態の薬液含浸用シートは、上記に加えて含水状態での透明感を表す指標の一つ
であるΔＬが３０以下である必要がある。上記ΔＬ値は、大きいほど含水時の透明感が悪
くなるが、フェイスマスク着用時に高い透明感を得るには、ΔＬ値が０以上２５以下であ
ることが好ましい。ΔＬが３０より大きい場合、密着感や見た目の清涼感、潤い感が悪く
なり実用的ではない。
【００１６】
　本実施形態の不織布の密着性指数は２０°以上７０°以下であることが好ましい。より
好ましくは２０°以上６０°以下である。密着性指数が２０°未満の場合、フェイスマス
ク着用中に剥がれが生じやすく好ましくない。また、密着性指数が７０°より大きい場合
、フェイスマスク着用時に締め付けられる感覚があり好ましくない。
【００１７】
　本実施形態の不織布の緯方向のドライ状態の引張強度（Ａ）とウエット状態の引張強度
（Ｂ）の比Ａ：Ｂ＝１：０．７以上０．９以下であることが好ましい。Ａ：Ｂ＝１：０．
７未満の場合は、湿潤時の柔軟性は良好であるがフェイスマスク装着時の取り扱性が悪く
なり好ましくない。また、Ａ：Ｂ＝１：０．９を超える場合は、取扱い性は良好となるが
薬液含浸用シートの湿潤時の柔軟性が劣り好ましくない。取り扱性と密着感を両立するＡ
：Ｂのより好ましい範囲としては、１：０．７２以上０．９０以下の範囲である。
【００１８】
　本実施形態の不織布の目付は、好ましくは３０ｇ／ｍ２～６０ｇ／ｍ２である。
【００１９】
　本実施形態の薬液含浸用シートは、以下に示す（１）、（２）の工程を経ることで製造
することができる。
　（１）短繊維ウエッブを製造する工程
　カード法によるウエッブ化を用いる。カードウエッブは、パラレルウエッブ、クロスウ
エッブ、セミランダムウエッブ等により得ることが可能である。
　（２）ウエッブを交絡する工程
　出来上がった繊維ウエッブ中の繊維の交絡は、ニードルパンチ法又は水流交絡法を用い
る。好ましくは水流交絡法である。水流交絡処理では、繊維ウエッブを１０－１００メッ
シュのネット状支持体の上に載せて、水圧１ＭＰａ以上２０ＭＰａ以下の水圧をウエッブ
の片側もしくは両面に少なくとも１回噴射する。
　上記不織布の製造工程の条件と水流交絡速度との組み合わせにより本実施形態の薬液含
浸用シートを作製することができる。
【００２０】
　本実施形態のフェイスマスクは、前記薬液含浸用シート１００重量部に対して、液体化
粧料が１００重量部以上２０００重量部以下の範囲内にある割合で含浸されているフェイ
スマスクである。フェイスマスクは、顔を被覆するのに適した形状に打ち抜かれ、例えば
、目、鼻及び口に相当する部分に穴を開けたり、切り込みを入れたりする。又フェイスマ
スクは、複数枚に分割されておりこれら複数枚のシートを組み合わせて顔全体を覆うよう
な形状でもよく、目の周囲のみを覆うシートや口の周囲を覆うシートなどポイントシート
の形状として用いてもよい。薬液成分としては、公知の成分が適用され何ら限定されるも
のではない。例えば、保湿成分、香り成分、美白成分、血行促進成分、紫外線防止成分、
増粘成分等が挙げられる。
【実施例】
【００２１】
　以下、本発明を実施例などに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに何ら
限定されるものではない。実施例に用いた測定方法を以下に示す。
（１）湿潤時の緯方向の伸び率（％）
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した不織布を１０ｃｍ×１０ｃｍの大きさに切り出し、水の中に不織布を１０分間浸漬
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した後、湿潤状態の不織布を取り出し、金網の上に不織布を１０分間広げた状態で自然放
置し、過剰な水分を除去した後、カトーテック社製　ＫＥＳ－ＦＢ１の引っ張り試験機を
用いて、１００ｇｆ／ｃｍ下の緯方向の伸び率（％）を測定した。尚、測定はサンプル１
０点で行い、その平均値を湿潤時の湿潤時の緯方向の伸び率（％）とした。
【００２２】
（２）透明度ΔＬ
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した不織布を３ｃｍ×３ｃｍの大きさに切り出し、水の中に不織布を１０分間浸漬した
後、含水状態の不織布を水槽から取り出し、線形０．５ｍｍ、１０メッシュの金網の上に
不織布を広げて１０分間放置し、過剰の水を落下させΔＬ測定用のサンプルとする。次に
、上記サンプルを測色計（スガ試験機株式会社製積分球方式ＳＭ－Ｔ）のガラス板の上に
セットしその上から旭化成ケミカルズ製サランラップ（登録商標）で覆い、所定の黒板を
載せて、明度Ｌ１値を測定した。併せて、サンプルを測色計のガラス板の上にセットせず
、サランラップ（登録商標）のみを置いた時の明度Ｌ２も測定した。ΔＬ値は次式：
　　　ΔＬ＝Ｌ１－Ｌ２
に従って算出した。
　尚、測定はサンプル１０点で行い、その平均値をΔＬとした。
【００２３】
（３）目付（ｇ／ｍ２）
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した不織布を５ｃｍ×５ｃｍの大きさに切り出し、その質量を測定し、不織布のｍ２当
たりの質量（ｇ）を求めた。
　尚、測定はサンプル３０点で行い、その平均値を目付（ｇ／ｍ２）とした。
【００２４】
（４）密着性指数（°）
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した不織布を経５０ｍｍ緯７０ｍｍの大きさに切り出し、不織布質量の１０倍量の水を
含浸させた。上記サンプルの経５０ｍｍの一端に重り８８ｇを取り付け、Static Frictio
n Coefficient tester（SHINTO Scientittc Co.,Ltd.製）にセットし、１０°／６秒のス
ピードで傾けた際、サンプルがずり落ちたときの角度（°）を密着度指数とした。
【００２５】
（５）緯方向のドライ状態の引張強度（Ａ）とウエット状態の引張強度（Ｂ）の比
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した不織布を経２５ｍｍ緯２００ｍｍの大きさに切り出し、ドライ状態の引張強度（Ａ
）は、ＪＩＳ　Ｌ－１０９６Ａ法にて定義される方法に準じて測定した。また、ウエット
状態の引張強度（Ｂ）は、水の中に不織布を１０分間浸した後、含水状態の不織布を水槽
から取出し、線形０．５ｍｍ、１０メッシュの金網の上に不織布を広げて１０分間放置し
、過剰の水を落下させ、ＪＩＳ　Ｌ－１０９６Ａ法に定義される方法に準じて測定した。
　尚、測定はサンプル１０点で行い、その平均値を引張強度とした。
【００２６】
（６）フェイスマスク着用感評価方法
　１０５℃で一定質量になるまで乾燥後、２０℃、６５％ＲＨの恒温室に１６時間以上放
置した後、一定の顔型に打ち抜いた不織布構造体１００重量部に対して、保湿液（カネボ
ウコスミリオン（株）製　うるり）を、１０００重量部を含浸させた物を用いて、４０歳
代の女性パネラー２０人で着用し、密着感、肌触り、リフトアップ感、装着時の取り扱い
性を官能評価した。尚、それぞれの評価は５点満点で評価し、２０名の平均値（小数点二
桁を四捨五入）を算出した。平均値が３点未満の評価は着用感の総合評価が好ましくない
。
　　５点：密着感、肌触り、取扱い性、包み込み感、清涼感が抜群に優れる。
　　４点：密着感、肌触り、取扱い性、包み込み感、清涼感が良好である。
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　　３点：密着感、肌触り、取扱い性、包み込み感、清涼感に問題はない。
　　２点：密着感、肌触り、取扱い性、包み込み感、清涼感がやや劣る。
　　１点：密着感、肌触り、取扱い性、包み込み感、清涼感が悪い。
【００２７】
［実施例１］
　旭化成せんい（株）製のベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）１．１ｄｔ
ｅｘ×５１ｍｍの綿を用いて、スパンレース製造設備を用いて３０．１ｇ／ｍ２のカード
ウエッブを作製した。引き続き、ウエッブ支持体のメッシュ織物開口度７０メッシュ、水
流圧力１ＭＰａで表、２Ｍｐａで裏の処理を実施した後、表側から再度３ＭＰａにて処理
し、乾燥させた。これら一連の加工は、４０ｍ／分の速度で実施した。得られた不織布シ
ートの特性を以下の表１に示す。
【００２８】
［実施例２］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５
０ｗｔ％と、１．７ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５０ｗｔ％の割合で混ぜた綿を用いたこと以外
は、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下
の表１に示す。
【００２９】
［実施例３］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５
０ｗｔ％と、１．７ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５０ｗｔ％の割合で混ぜた綿を用いたこと、ウ
エッブ支持体のメッシュ織物開口度２５メッシュであること以外は、実施例１と同じ条件
で不織布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３０】
［実施例４］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを８
０ｗｔ％と、３．７ｄｔｅｘ×５１ｍｍを２０ｗｔ％の割合で混ぜた綿を用いたこと以外
は、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下
の表１に示す。
【００３１】
［参考例５］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５
０ｗｔ％と、精製セルロース（テンセル（登録商標））の綿１．３ｄｔｅｘ×３８ｍｍを
５０ｗｔ％の割合で混ぜた綿を用いたこと以外は、実施例１と同じ条件で不織布シートを
作製した。得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３２】
［実施例６］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを８
０ｗｔ％と、ポリエチレンテレフタレート製の綿３．３ｄｔｅｘ×５１ｍｍを２０ｗｔ％
の割合で混ぜた綿を用いたこと以外は、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。
得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３３】
［実施例７］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿０．８ｄｔｅｘ×５１ｍｍを用
いて、カードウエッブの目付を５５．４ｇ／ｍ２に変更した以外は、実施例１と同じ条件
で不織布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３４】
［実施例８］
　スパンレース製造設備を用いて、ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の
綿１．１ｄｔｅｘ×５１ｍｍを用いて１５ｇ／ｍ２のカードウエッブ（Ａ）、１．７ｄｔ
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エッブをＡ／Ｂ／Ａの順に配置させ、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。得
られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３５】
［比較例１］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿３．７ｄｔｅｘ×５１ｍｍを用
いたこと以外は、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。得られた不織布シート
の特性を以下の表１に示す。
【００３６】
［比較例２］
　ベンベルグ（登録商標）短繊維（素材名キュプラ）の綿１．７ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５
０ｗｔ％と、ポリエチレンテレフタレート製の綿３．３ｄｔｅｘ×５１ｍｍを５０ｗｔ％
の割合で混ぜた綿を用いたこと以外は、実施例１と同じ条件で不織布シートを作製した。
得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３７】
［比較例３］
　カードウエッブの目付を１００ｇ／ｍ２に変更した以外は、実施例１と同じ条件で不織
布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３８】
［比較例４］
　再生セルロース繊維（ビスコースレーヨン）の綿１．７ｄｔｅｘ×４０ｍｍを３０ｗｔ
％と、ポリエチレンテレフタレートとポリエチレン製の分割型複合繊維の綿２．２ｄｔｅ
ｘ×５１ｍｍを７０ｗｔ％の割合で混ぜ合わせた綿を用いたこと以外は、実施例１と同じ
条件で不織布シートを作製した。得られた不織布シートの特性を以下の表１に示す。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
　表１に示すとおり、本発明の薬液含浸用シートは、ファイスマスク着用感（密着感、肌
触り、取扱い性、包み込み感、清涼感）に優れている。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の薬液含浸用シートは、目的とする機能を有する薬液を本発明で規定する不織布
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シートに含浸させた状態にして得られる薬液含浸用シートに関し、特に、これに化粧料薬
液を含浸させ顔面へ装着する場合、フェイスマスクとして提供することができる。
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